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中国駐日本国大使館の宋耀明公使（右）に新潟県産米を手渡す新潟県本部の今井長司会長（４面）

南国ムードの漂うハウスでたわわに実る「雪ば
なな」（ＪＡおいしいもがみ提供）（３面）

カーリングW杯初優勝の記者会見をする、
ロコ・ソラーレの左から藤沢五月、吉田知那
美、鈴木夕湖、吉田夕梨花の各選手（３面）

山
形
で
温
泉
熱
利
用
の「
雪
ば
な
な
」誕
生

物流・資材コスト低減へＪＡ長門大津
全農県域物流出発式（山口県本部）

平成30年度プラント施工管理担当者を認証
（生産資材部）

カーリング女子日本代表を「食」で応援
（広報部）

特集：政策研究大学院大学
シニア・フェロー 原洋之介さん　特別寄稿
（広報部）

職員の事業貢献への尽力をたたえ初の
「会長賞」「理事長賞」授与（人事部）

県本部だより（滋賀県本部）

3面

4
面

「11/19-B1 乳酸菌ヨーグルト」
悪玉コレステロールを下げる作用を確認
（東北協同乳業㈱）

ＪＡタウンショップ紹介
　愛情いちばん館（ＪＡ全農ちば）

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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新潟県産米の中国向け輸出再開で出荷式

王貞治WCBF理事長が全農を
表敬訪問（広報部）Web

限定 全日本卓球 出場選手を
「ニッポンの食」で応援！（広報部）



News!

ＪＡ長門大津が県域物流に参加
「ＪＡ長門大津　全農県域物流出発式」を開催 山口県本部

　
山
口
県
本
部
は
平
成
30
年
12
月
3
日
、長
門
市
西
深
川
の
J
A
長
門

大
津
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
で「
J
A
長
門
大
津
　
全
農
県
域
物
流
出
発

式
」を
開
き
ま
し
た
。J
A
長
門
大
津
の
県
域
物
流
の
参
加
に
よ
り
山
口

県
で
は
4
J
A
の
稼
働
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
発
式
に
は
J
A
長
門
大
津

の
小
田
保
男
組
合
長
、
山
口
県

本
部
の
堀
覚
県
本
部
長
、
全
農

物
流
㈱
の
山
田
雅
宣
参
与
ら
16

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
小
田
組
合
長
が「
全
農
県
域

物
流
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

物
流
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
り
、

肥
料
農
薬
の
価
格
低
減
に
つ
な

げ
、ま
た
、営
農
経
済
部
門
の
組

織
再
編
を
実
施
し
、
組
合
員
へ

出
向
く
体
制
を
構
築
し
て
い
き

た
い
」と
述
べ
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト

し
配
送
車
両
が
出
発
し
ま
し
た
。

J
A
グ
ル
ー
プ
山
口
で
は
平
成

31
年
4
月
か
ら
、
県
下
12
J
A

が
1
J
A
へ
統
合
し
、「
J
A
山

口
県
」が
発
足
し
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
30
年
11
月

に
開
催
さ
れ
た
第
40
回

J
A
山
口
県
大
会
議
案

で
は
、ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
発
揮
し
た
ト
ー
タ
ル

生
産
資
材
コ
ス
ト
の
低

減
の
実
現
の
た
め
に
、県

域
・
ブ
ロ
ッ
ク
域
で
の
効

率
的
な
物
流
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
て

お
り
、そ
の
実
現
の
た
め

に
、県
内
全
域
で
の
県
域

物
流
の
導
入
を
目
指
し
て

い
ま
す
。今
後
も
物
流
コ

ス
ト
の
削
減
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

関係者がテープカットを行い、農家戸配送がスタート

News!

平成30年度プラント施工管理担当者を認証
施設の多様化するニーズに対応し育成、技能向上へ 生産資材部

　
全
農
は
平
成
30
年
度
プ
ラ
ン
ト
施
工
管
理
担
当
者
認
証
試
験
を
実
施

し
、こ
れ
に
合
格
し
た「
一
級
認
証
プ
ラ
ン
ト
施
工
管
理
担
当
者
」2
人
、

「
二
級
認
証
プ
ラ
ン
ト
施
工
管
理
担
当
者
」7
人
を
平
成
30
年
11
月
28

日
、そ
れ
ぞ
れ
認
証
し
ま
し
た
。

　
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

選
果
場
等
の
共
同
利
用
施
設
は
、

生
産
物
を
均
質
か
つ
大
量
に
処

理
す
る
機
能
に
加
え
、
働
き
手

の
不
足
等
か
ら
プ
ラ
ン
ト
設
備

の
省
力
化
・
効
率
化
等
の
他
、

老
朽
化
し
た
設
備
の
更
新
・
修

繕
保
守
費
用
の
低
減
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
、規
模
決
定
、基
本
設

計
、
施
工
業
者
選
定
、
施
工
管

理
を
施
主
の
対
場
に
立
っ
て
実

施
・
支
援
す
る
担
当
者
の
育
成

と
技
能
向
上
を
は
か
る
た
め
、

全
農
は
平
成
26
年
度
よ
り
認
証

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
一
級
認
証
プ
ラ
ン
ト
施
工
管

理
担
当
者
は
、「
自
ら
業
務
を
行

う
他
、
自
己
研
さ
ん
に
努
め
、

後
継
者
を
育
成
す
る

者
」、
二
級
は「
プ
ラ

ン
ト
の
設
計
・
施
工

管
理
業
務
を
遂
行
す

る
の
に
ふ
さ
わ
し
い

知
識
を
持
ち
、上
級
認

証
者
の
指
導
を
受
け

て
業
務
を
行
い
自
ら

の
技
能
向
上
に
努
め

る
者
」と
し
て
、
こ
れ

ま
で
に
一
級
20
人
、二

級
52
人
が
認
証
さ
れ
、

施
設
建
設
に
関
わ
る

業
務
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

施設を点検するプラント施工管理担当者
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News!

News!

温泉熱利用の「雪ばなな」、今春出荷を目指す

カーリング女子日本代表がW杯初優勝！

東北初のバナナ栽培、新たな特産品を支援

世界大会での高いパフォーマンスを食で応援

山形県本部

広報部

　
開
発
に
山
形
県
本
部
が
協
力
し
た
国
産
バ
ナ
ナ「
雪
ば
な
な
」の
誕
生

発
表
会
が
平
成
30
年
12
月
19
日
、山
形
県
戸
沢
村
で
開
か
れ
ま
し
た
。東

北
で
国
産
バ
ナ
ナ
が
栽
培
さ
れ
る
の
は
初
め
て
で
す
。

　
全
農
は
、「
カ
ー
リ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
8
」第
2
戦
に
合

わ
せ
、女
子
日
本
代
表
の
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
の
選
手
に
食
材
を
提
供
し

ま
し
た
。

　「
雪
ば
な
な
」の
開
発
は
28
年

10
月
、J
A
お
い
し
い
も
が
み

（
旧
J
A
山
形
も
が
み
）で
始
ま

り
ま
し
た
。新
た
な
地
域
の
特
産

品
を
作
ろ
う
と
、J
A
の
依
頼

を
受
け
た
県
本
部
が
、
沖
縄
県

　
12
月
5
〜
9
日
に
ア
メ
リ

カ
・
オ
マ
ハ
で
行
わ
れ
た

「
カ
ー
リ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
8
」第
2
戦
で
、女
子
日

本
代
表
が
世
界
大
会
で
は
念
願

の
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。11
月

に
韓
国（
江
陵
市
）で
行
わ
れ
た

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ジ
ア
カ
ー
リ

ン
グ
選
手
権
大
会
の
準
優
勝
で

弾
み
を
つ
け
、
本
大
会
で
は
強

豪
国
を
相
手
に
高
い
パ
フ
ォ
ー

か
ら
苗
木
を
購
入
し
、J
A
に

供
給
し
ま
し
た
。

　
バ
ナ
ナ
は
気
温
が
15
度
以
下

に
な
る
と
仮
死
状
態
に
な
る
た

め
、戸
沢
村
の
温
泉
施
設「
ぽ
ん

ぽ
館
」か
ら
約
60
度
の
源
泉
を
、

隣
接
す
る
ハ
ウ
ス
に
引

き
込
み
、
ボ
イ
ラ
ー
と

併
用
し
、
冬
で
も
室
温

を
15
度
以
下
に
な
ら
な

い
よ
う
保
っ
て
い
ま
す
。

　
バ
ナ
ナ
は
順
調
に
生

育
し
て
お
り
、
今
春
の

出
荷
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
山
形
県
本
部
と

J
A
で
は
、
関
東
圏
の

百
貨
店
や
県
本
部
が
運

営
す
る「
み
の
る
み
の

り
マ
ル
シ
ェ
」な
ど
で
の

販
売
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

マ
ン
ス
を
最
後
ま
で
持
続
し
ま

し
た
。

　
全
農
は
、
お
米
や
ド
ラ
イ
フ

ル
ー
ツ
な
ど
を
第
1
戦
か
ら

提
供
し
て
お
り
、
優
勝
し
た
ロ

コ
・
ソ
ラ
ー
レ
の
選
手
よ
り
感

謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
全
農
は
、こ
れ
か
ら
も
食
を
通

じ
て
カ
ー
リ
ン
グ
女
子
日
本
代

表
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

南
国
ム
ー
ド
の
漂
う
ハ
ウ
ス
で
た
わ
わ
に
実
る

バ
ナ
ナ（
Ｊ
Ａ
お
い
し
い
も
が
み
提
供
）

成
田
空
港
で
初
優
勝
の
記
者
会

見
を
す
る
藤
沢
五
月
選
手
、吉
田

知
那
美
選
手
、鈴
木
夕
湖
選
手
、

吉
田
夕
梨
花
選
手（
左
か
ら
）

準優勝したパシフィックアジ
アカーリング選手権大会で
の食材提供

「雪ばなな」のぼり

全農のみなさま

いつも応援いただき、また、遠征時

においしい国産食材をたくさんご提

供くださりありがとうございます！

おかげさまをもちまして、ワールド

カップ2nd legにて、優勝することが

できました！

みなさまからの温かいご声援と国

産食材が力になっています！

これからもがんばっていきますの

で、引き続き応援よろしくお願いし

ます！
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中国へ輸出される新潟県産米

新
潟
県
産
米
の
中
国
向
け
輸
出
を
再
開

昨
年
11
月
の
解
禁
後
初
の
輸
出
で
出
荷
式
開
く

　
全
農
グ
ル
ー
プ
は
、昨
年
11
月
の
解
禁
後
初
め
て
、中
国
向
け
に
新
潟

県
産
米
を
輸
出
す
る
こ
と
に
合
わ
せ
１
月
８
日
、横
浜
港
で
出
荷
式
を

開
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  【
輸
出
対
策
部
】

　
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災

後
、中
国
は
新
潟
な
ど
10
都
県
の
全
て
の

農
林
水
産
物・食
品
の
輸
入
を
停
止
し
て

き
ま
し
た
が
、こ
の
う
ち
、新
潟
県
産
の

米
に
限
り
、昨
年
11
月
に
輸
入
停
止
措

置
を
解
除
し
ま
し
た
。全
農
グ
ル
ー
プ
は

解
禁
後
初
め
て
輸
出
す
る
こ
と
に
合
わ

せ
、横
浜
市
で
出
荷
式
を
開
き
ま
し
た
。

　
長
澤
豊
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
今
回
、

新
潟
県
産
米
の
８
年
ぶ
り
と
な
る
中
国

向
け
輸
出
再
開
の
第
一
歩
を
踏
み
出
せ

た
こ
と
に
つい
て
は
、関
係
者
の
皆
さ
ま
の

ご
尽
力
、ご
支
援
に
よ
る
も
の
と
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
る
。全
農
グ
ル
ー
プ
は
、中

国
の
皆
さ
ま
方
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、こ
れ
か
ら
も
安
全・安
心
、一
層
の

品
質
向
上
に
努
め
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
一
丸

と
な
って
、一
歩
一
歩
着
実
に
輸
出
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
う
」と
述
べ

ま
し
た
。

　
来
賓
の
𠮷
川
貴
盛
農
林
水
産
大
臣
か

ら「
私
た
ち
の
長
年
の
思
い
で
あ
っ
た
、こ

の
た
び
の
新
潟
県
産
米
の
輸
出
は
画
期

的
な
こ
と
だ
と
思
う
。全
農
の
皆
さ
ん
に

は
、日
本
の
農
業
を
支
え
る
連
合
会
と
し

て
こ
れ
か
ら
も
輸
出
に
向
け
て
し
っ
か
り

と
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
」と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、宋
耀
明
中
国
駐
日
本
国
大
使

館
公
使
、花
角
英
世
新
潟
県
知
事
か
ら

あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、新
潟
県
本
部
の

今
井
長
司
会
長
か
ら
宋
公
使
に
、新
潟

県
産
米
の
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、全
農
子
会
社
の
Ｊ
Ａ
全
農
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
が
新
潟
県
産

米「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」１
㌧
を
試
験
的
に
輸

出
。１
月
９
日
に
横
浜
港
を
出
港
し
、１

月
末
に
は
、上
海
市
内
に
あ
る
日
本
産
食

品
を
扱
う
店
舗
で
販
売
開
始
さ
れ
る
見

込
み
で
す
。

　
全
農
グ
ル
ー
プ
は
、こ
れ
か
ら
も
国
産

農
畜
産
物
の
輸
出
拡
大
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

今回輸出された新潟県産米が販売され
る上海市内の店舗「瀛之粮品（えいの
りょうひん）」の売り場

中
国
駐
日
本
国
大
使
館
の
宋
公

使（
右
）に
新
潟
県
産
米
を
手
渡

す
新
潟
県
本
部
の
今
井
会
長

出荷式に出席した、前列左から花角新潟県知事、今井新潟県本部会長、
宋中国駐日本国大使館公使、長澤会長、𠮷川農林水産大臣、髙鳥修一
農林水産副大臣、神出元一理事長

そ
う
よ
う
め
い

あ
い
さ
つ
す
る
長
澤
会
長
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昨
年
夏
、
西
日
本
を
襲
っ
た
大
豪
雨

で
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
で
、
多
く
の

溜
池
が
決
壊
し
た
。
大
き
な
河
川
が
存

在
し
な
い
こ
の
地
域
で
は
、
古
く
中
世

期
か
ら
溜
池
が
造
ら
れ
て
き
た
。

　
私
は
地
域
社
会
の
共
同
資
本
で
も

あ
っ
た
溜
池
の
復
興
に
、
大
き
な
不
安

を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。
農
地
政
策
に

お
け
る
最
近
の
潮
流
か
ら
す
る
と
、「
無

駄
な
溜
池
の
復
興
」
で
は
な
く
、
災
害

を
契
機
と
し
て
農
地
の
取
引
に
お
い
て

も
市
場
原
理
を
適
用
す
る
と
い
っ
た
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
端
的
に
表

現
し
て
、
こ
の
よ
う
な
議
論
は
「
現
実

が
悪
い
の
だ
か
ら
、
現
実
を
ぶ
ち
壊
せ
」

と
い
う
議
論
で
あ
り
、
市
場
原
理
を
モ

デ
ル
と
し
て
現
実
を
整
序
せ
よ
と
い
う

はら・ようのすけ　1944年兵庫県生
まれ。東京大学農学部農業経済学
科卒。東京大学東洋文化研究所
教授を経て、現職。著書に『エリア・
エコノミックス』『新東亜論』『東アジ
ア経済戦略』『「農」をどう捉える
か』『北の大地・南の列島の
「農」』。共著に『危機の思想』
『「文明」の宿命』など。

新
自
由
主
義
の
主
張
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
政
策
で
は
、
人
口
減
少
下
の
日
本

で
、
人
の
空
洞
化
、
土
地
・
農
地
の
空

洞
化
、
そ
し
て
ム
ラ
の
空
洞
化
と
い
う

「
三
つ
の
空
洞
化
」
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
中
山
間
地
農
業
・
農
村
が
崩
壊
し

て
し
ま
う
の
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
あ

ろ
う
。

　
日
本
農
業
経
済
学
の
創
設
者
で
あ
っ

た
東
畑
精
一
（
１
８
９
９
|

１
９
８
３
）

は
、
銀
行
は
将
来
の
利
益
率
が
不
確
実

な
農
業
へ
の
信
用
供
与
に
は
消
極
的
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
論
じ
て
い
る

（『
農
業
信
用
の
理
論
』）。

　
ま
た
、
前
世
紀
最
大
の
歴
史
家
と
も

称
さ
れ
る
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ル

（
１
９
０
２
|

１
９
８
５
）
は
、
資
本
主

義
に
と
っ
て
、
農
業
は
資
本
形
成
の
時

間
が
長
く
、
収
益
が
不
確
実
で
リ
ス
ク

に
満
ち
、
さ
ら
に
村
落
社
会
と
い
っ
た

歴
史
的
形
成
物
に
深
く
埋
め
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、「
他
人
の
領

分
」
と
い
っ
て
い
る
。
資
本
主
義
が
こ

う
い
う
農
業
に
付
加
資
本
を
十
分
に
提

供
し
て
く
れ
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い

の
だ
。

　
東
畑
精
一
の
末
弟
で
農
政
官
僚
の
東

畑
四
郎
は
、
戦
後
、
規
模
拡
大
を
図
る

た
め
行
わ
れ
た
農
地
改
革
の
結
果
、
資

産
的
土
地
所
有
が
急
増
し
た
と
い
う
現

実
か
ら
、「
所
有
権
を
農
業
生
産
力
を

挙
げ
る
魔
法
の
黄
金
の
よ
う
に
考
え
て

い
た
思
想
が
崩
壊
し
た
」
と
述
べ
て
い

る
（『
昭
和
農
政
談
』）。
こ
う
し
た
事

態
に
対
処
す
る
に
は
農
地
の
公
的
管
理

の
必
要
性
を
論
じ
、
そ
れ
を
言
い
出
し

た
の
が
柳
田
国
男
（
１
８
７
５
|

１
９

６
２
）
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
柳
田
先
生
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
土
地

の
所
有
権
を
、
農
業

を
本
業
と
し
て
ゆ
く

農
家
に
与
え
る
べ
き

で
あ
る
け
れ
ど
、
日

本
の
土
地
の
私
的
所

有
権
と
い
う
も
の
を

強
制
的
に
そ
う
い
う

者
に
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
問

題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
土
地
の
利

用
権
│
普
通
は
賃
借
権
│
を
公
的
に
管

理
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
か
れ
た
の

で
す
」。

　
２１
世
紀
世
界
で
の
国
民
経
済
の
あ
る

べ
き
姿
を
構
想
す
る
と
き
、
金
融
資
本

が
中
核
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
世
界

経
済
統
治
レ
ジ
ー
ム
の
改
革
も
、
必
須

の
課
題
の
は
ず
で
あ
る
。

　
ケ
イ
ン
ズ
（
１
８
８
３
|

１
９
４
６
）

は
、「
金
融
的
計
算
と
い
う
原
則
に
従

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
は
、
田
舎
の

美
し
さ
を
破
壊
し
、
星
や
太
陽
を
遮
り
、

ロ
ン
ド
ン
を
芸
術
の
都
に
す
る
こ
と
に

失
敗
し
た
の
で
あ
る
」（『
国
家
的
自

給
』）
と
い
い
、
金
融
資
本
主
義
の
も

た
ら
す
災
禍
を
強
調
し
た
。

　
瀬
戸
内
海
沿
岸
で
の
溜
池
の
再
建

は
、
国
土
強
靭
化
政
策
の
重
要
な
一
環

で
あ
る
。
そ
の
推
進
の
た
め
に
も
、
ケ

イ
ン
ズ
の
洞
察
と
と
も
に
、
日
本
農
政

史
の
底
流
を
支
え
て
い
た
柳
田
の
「
国

富
の
源
泉
」
と
し
て
の
農
地
・
土
地
論

を
復
権
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。

 

【
要
約
】

金
融
資
本
主
義
に
とっ
て

「
他
人
の
領
域
」
の
農
業

日
本
農
政
理
念
の
基
軸
と
な
っ
た

柳
田
国
男
農
政
理
論

ケ
イ
ン
ズ
の
反
金
融
資
本
主
義
論

と
農
業
・
農
村
論

西
日
本
大
豪
雨
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　 （
転 

載
）

農
に
お
け
る
新
自
由
主
義
の
脅
威

溜
池
決
壊
を
機
に
考
え
る

政
策
研
究
大
学
院
大
学
シ
ニ
ア
・
フ
ェ
ロ
ー

　原 

洋
之
介

た
め
い
け

き
ょ
う
じ
ん

中国へ輸出される新潟県産米

新
潟
県
産
米
の
中
国
向
け
輸
出
を
再
開

昨
年
11
月
の
解
禁
後
初
の
輸
出
で
出
荷
式
開
く

　
全
農
グ
ル
ー
プ
は
、昨
年
11
月
の
解
禁
後
初
め
て
、中
国
向
け
に
新
潟

県
産
米
を
輸
出
す
る
こ
と
に
合
わ
せ
１
月
８
日
、横
浜
港
で
出
荷
式
を

開
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  【
輸
出
対
策
部
】

　
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災

後
、中
国
は
新
潟
な
ど
10
都
県
の
全
て
の

農
林
水
産
物・食
品
の
輸
入
を
停
止
し
て

き
ま
し
た
が
、こ
の
う
ち
、新
潟
県
産
の

米
に
限
り
、昨
年
11
月
に
輸
入
停
止
措

置
を
解
除
し
ま
し
た
。全
農
グ
ル
ー
プ
は

解
禁
後
初
め
て
輸
出
す
る
こ
と
に
合
わ

せ
、横
浜
市
で
出
荷
式
を
開
き
ま
し
た
。

　
長
澤
豊
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
今
回
、

新
潟
県
産
米
の
８
年
ぶ
り
と
な
る
中
国

向
け
輸
出
再
開
の
第
一
歩
を
踏
み
出
せ

た
こ
と
に
つい
て
は
、関
係
者
の
皆
さ
ま
の

ご
尽
力
、ご
支
援
に
よ
る
も
の
と
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
る
。全
農
グ
ル
ー
プ
は
、中

国
の
皆
さ
ま
方
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、こ
れ
か
ら
も
安
全・安
心
、一
層
の

品
質
向
上
に
努
め
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
一
丸

と
な
って
、一
歩
一
歩
着
実
に
輸
出
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
う
」と
述
べ

ま
し
た
。

　
来
賓
の
𠮷
川
貴
盛
農
林
水
産
大
臣
か

ら「
私
た
ち
の
長
年
の
思
い
で
あ
っ
た
、こ

の
た
び
の
新
潟
県
産
米
の
輸
出
は
画
期

的
な
こ
と
だ
と
思
う
。全
農
の
皆
さ
ん
に

は
、日
本
の
農
業
を
支
え
る
連
合
会
と
し

て
こ
れ
か
ら
も
輸
出
に
向
け
て
し
っ
か
り

と
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
」と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、宋
耀
明
中
国
駐
日
本
国
大
使

館
公
使
、花
角
英
世
新
潟
県
知
事
か
ら

あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、新
潟
県
本
部
の

今
井
長
司
会
長
か
ら
宋
公
使
に
、新
潟

県
産
米
の
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、全
農
子
会
社
の
Ｊ
Ａ
全
農
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
が
新
潟
県
産

米「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」１
㌧
を
試
験
的
に
輸

出
。１
月
９
日
に
横
浜
港
を
出
港
し
、１

月
末
に
は
、上
海
市
内
に
あ
る
日
本
産
食

品
を
扱
う
店
舗
で
販
売
開
始
さ
れ
る
見

込
み
で
す
。

　
全
農
グ
ル
ー
プ
は
、こ
れ
か
ら
も
国
産

農
畜
産
物
の
輸
出
拡
大
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

今回輸出された新潟県産米が販売され
る上海市内の店舗「瀛之粮品（えいの
りょうひん）」の売り場

中
国
駐
日
本
国
大
使
館
の
宋
公

使（
右
）に
新
潟
県
産
米
を
手
渡

す
新
潟
県
本
部
の
今
井
会
長

出荷式に出席した、前列左から花角新潟県知事、今井新潟県本部会長、
宋中国駐日本国大使館公使、長澤会長、𠮷川農林水産大臣、髙鳥修一
農林水産副大臣、神出元一理事長

そ
う
よ
う
め
い

あ
い
さ
つ
す
る
長
澤
会
長
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　全農では、職員の農業振興の取り組みや事業への貢
献等を称え公表することにより、職員・職場の一層の意欲
向上を図ることを目的に、従来の特別表彰体系を見直し
ました。

職員の事業貢献への尽力をたたえ
初の「会長賞」「理事長賞」授与

　今年度新たに創設した「会長賞」と「理事長賞」を決
定し、以下のグループ・個人が受賞しました。
　今後も定期的に表彰を実施し、「褒める文化」の醸成
をすすめます。

農業労働力支援の取り組み（先行事例）
　平成23年度から生産者の高齢化・労働力不足
により、野菜の生産面積が減少傾向にあったこと
から、産地の生産基盤の維持・拡大のために運送
会社と協力し、収穫作業などを請け負う「労働力支
援」と農家の経営安定のために「値決め買取り」に
取り組んだ。
　29年度は県内6ＪＡ、35.65㌶の実績となった。

農業労働力支援の取り組み（普及拡大事例）
　農業現場における労働力不足への対応として
「労働力支援事業」に５年前から取り組み、生産振
興や新規就農支援に貢献した。
　平成29年度は労働力支援で延べ1万5000人
役の支援実績となり、大分県全域での展開と年間
を通じ作業員確保も可能となり、農家が必要な時
に必要な分だけ支援を頼める仕組みが整えられた。

生産資材コスト低減の取り組み
　農業者3団体と全農が「生産資材費低減に向
けた資材事業研究会」を立ち上げ、農業者ニーズ
を把握し共同購入による資材費低減を実現した。
　肥料は銘柄集約と全国で7万㌧超の予約を積
み上げ、価格引き下げを実現。農機は現場の声を
反映した大型トラクターを開発要求し、事前購入申
し込み2600人の積み上げ、生産者購入価格を大
幅に引き下げた。

新エネルギー事業の取り組み
　農業施設を利用した太陽光発電支援事業とＪＡ
でんきの事業構築に取り組み、組合員・ＪＡへの利
益還元やコスト低減に寄与した。

本所
耕種総合対
策部、肥料農
薬部、生産資
材部

「業務改革・改善の取り組み」
　繁殖部門成績向上の取り組みや県本部子豚生
産農場の業務受託などにより事業を拡大し、県内
の養豚振興に寄与した。

「業務改革・改善の取り組み」
　地域の畜産生産基盤を支える重要な役割を果
たすとともに、業務の効率化や特長ある堆肥の生
産により地域の耕畜連携にも寄与した。

「とくたま」商品開発・販売の取り組み
　「生食用鶏卵の生産方法」を特許取得し、卵か
けご飯に合う「とくたま」を開発・商品化した。フード・
アクション・ニッポンアワード2017で入賞後、販売エ
リアを全国に拡大中で販売実績も伸張している。

酪農の夢プロジェクト
「酪農の次世代育成支援の取り組み」
　日本コカ・コーラ㈱と共同で農業高校などへの出
張授業と女性酪農家交流会を多数、開催した。こ
の取り組みは酪農業に対する認識向上を通じ、酪
農生産基盤維持の一助として次世代育成・継承
促進の成果を上げるとともに、各種報道もされ、全
農の名誉となった。

農業施設学会論文賞受賞
　農業施設学会が年に１回表彰する学会賞で、
「共乾施設に導入された多品目対応型自主検
定装置の性能に関する調査研究」が論文賞を
受賞。

本所酪農部
酪農の夢プ
ロジェクト

【個人表彰】
本所生産資
材部施設農
住課課長
𡈽方享

一般社団法
人山形県系
統豚普及セ
ンター

山形県本部
畜産部畜産
販売課庄内
ファームリサ
イクルセン
ター

ＲＥＳプロジェ
クト
本所畜産生
産部、耕種総
合対策部、ＪＡ
全農たまご㈱

本所
燃料部
新エネルギー
推進課

岡山県本部

大分県本部

全農は、今年度新たに創設した「会長賞」・「理事長賞」の表彰式を
平成30年12月に東京・大手町のJAビルで行いました。　【人事部】

受賞者 内　容 受賞者 内　容

会長賞 理事長賞

会長賞を受賞した皆さん 理事長賞を受賞した皆さん
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県
本
部

だ
よ
り

滋賀県本部

管
内
16
Ｊ
Ａ
と
集
荷
に
特
化
し
た
米
の
プ
ロ
集
団
目
指
す

　
滋
賀
県
本
部
は
、
平
成
30
年

産
米
の
集
荷
に
つ
い
て
新
た
な

集
荷
推
進
体
制
と
し
て
、
ラ
イ

ス
プ
ラ
ン
ナ
ー（
R
P
）チ
ー
ム

を
構
築
し
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
30
年
産
米
か
ら

の「
事
前
に
需
要

を
確
保
し
、
生
産

者
へ
作
付
け
提
案

す
る
事
業
方
式
」

へ
の
転
換
を
図
る

た
め
に
は
、
生
産

者
へ
出
向
く
体
制

が
必
要
で
あ
り
、

特
に
大
規
模
生
産

者
へ
は
需
要
情
報

な
ど
を
発
信
・
提

案
し
て
い
く
こ
と

で
、
需
要
に
応
じ

た
米
の
安
定
生
産

を
目
指
し
て
い
く
、

そ
の
た
め
に
は

R
P
チ
ー
ム
が
力

を
発
揮
す
る
こ
と

が
重
要
で
し
た
。

　
R
P
チ
ー
ム
と
は
、
県
内

16
J
A
と
滋
賀
県
本
部
の
各
組

織
で
形
成
す
る
集
荷
チ
ー
ム
の

こ
と
で
、
販
売
担
当
や
T
A
C
、

若
手
職
員
な
ど
が
構
成
員
で
す
。

そ
の
構
成
員
の
呼
称
を
R
P
と

統
一
し
ま
し
た
。生
産
者
へ
の
訪

問
活
動
で
多
様
な
集
荷
対
策
な

ど
を
自
ら
が
発
信
・
提
案
す
る

こ
と
で
、
大
規
模
生
産
者
な
ど

「
プ
ロ
の
生
産
者
へ
の
対
応
」を

目
指
し
、総
勢
約
90
人
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
5
月
、
そ
れ
ぞ
れ
の
R
P

チ
ー
ム
が
集
っ
た「
R
P
チ
ー

ム
キ
ッ
ク
オ
フ
大
会
」を
開
き
、

米
穀
事
業
で
重
要
と
な
る
集
荷

に
特
化
し
た
、米
の
専
門
、プ
ロ

集
団
と
な
る
べ
く
、R
P
チ
ー

ム
の
目
的
・
目
標
な
ど
J
A
ご

と
に
決
意
表
明
を
行
い
、
本
格

的
な
活
動
開
始
へ
意
思
統
一
し

ま
し
た
。

　
6
月
に
は
、J
A
グ
ル
ー
プ

滋
賀
役
職
員
が
参
加
し
た「
平

成
30
年
産
近
江
米
集
荷
目
標
必

達
決
起
大
会
」を
開
き
ま
し
た
。

決
起
大
会
で
も
、J
A
グ
ル
ー

プ
滋
賀
が
一
つ
の
ま
と
ま
り
と

な
っ
て
米
の
集
荷
に
取
り
組
む

べ
く
、R
P
チ
ー
ム
を
中
心
に
、

J
A
集
荷
目
標
7
万
7
0
0
0

㌧
の
達
成
に
向
け
、
協
力
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
産
米
は
台
風
な
ど

の
自
然
災
害
が
大
き
く
影
響
し

Ｒ
Ｐ
チ
ー
ム
が
先
頭
に
立
ち

大
規
模
生
産
者
に
対
応

Ｒ
Ｐ
チ
ー
ム
の
飛
躍
に
期
待
し

米
の
集
荷
拡
大
さ
ら
に

JA
 Z

ennoh W
eekly

県
本
部
だ
よ
り

た
こ
と
も
あ
り
昨
年
以
上
の
不

作
と
な
り
、
11
月
末
時
点
で
約

6
万
5
0
0
0
㌧
（
目
標
対
比

84
%
）の
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。収
量
が
低
下
し
た
場
合
の
集

荷
数
量
確
保
が
今
後
の
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　
単
年
だ
け
で
R
P
チ
ー
ム
の

評
価
は
難
し
い
所
で
は
あ
り
ま

す
が
、
県
内
J
A
が
明
確
な
目

標
に
向
か
っ
て
一
つ
に
な
れ
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
取
り
組
み
自

体
は
一
定
の
評
価
を
得
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
滋
賀
県
本
部
は
、
今
後
も

R
P
チ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
集

荷
推
進
を
図
り
、
生
産
者
の
経

営
安
定
と
所
得
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
き
ま

す
。

JAグループ滋賀役職員が参加した「平成30年産
近江米集荷目標必達決起大会」

決起大会でRPチームの役割・取り組みを説明

「RPチームキックオフ大会」で決意表明を行い、本格的な活動開始へ意思統一

新
た
な
米
集
荷
推
進
へ

Ｒ
Ｐ
チ
ー
ム
を
構
築
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ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

なお、ご紹介した商品は、2/8（金）まで、ＦＡＸでもご注文を承ります（ご自宅宛代金引換のみ）。
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　千葉県北東部の肥沃な北総台地で、歳月をかけて研究を
重ね、とことん味にこだわって生まれた「大栄愛娘」は、成田
市大栄地区の生産者が芋作りにかけた情熱の賜物です！
　裏ごしの必要のないくらいきめが細やかな、クリーム色の
果肉は、冷めても変色せず、最後までしっとりしたおいしさを
味わうことができます。
　大栄地区の誇る「大栄愛娘」をこの機会にぜひ、ご賞味く
ださい！

情
熱
の
賜
物
！ 

し
っ
と
り
大
栄
愛
娘 

（
５
㌔
・Ｍ
）…
…
3
7
5
0
円

愛情いちばん館（ＪＡ全農ちば）

Web限定の「レシピ検索」「菜園づくり」etc.
ぜひご覧ください！
1月から「食」と「農」の
エッセイスタート https://apron-web.jp/

Apron Web 検 索

JAタウンは
こちらから

悪玉コレステロールを下げる
作用を確認

　全農子会社の東北協同乳業株式会社が販売し
ている「11/19-B1乳酸菌ヨーグルト」に悪玉コレス
テロールを下げる作用があることが、福島県立医科
大学の研究で確認され、平成30年12月12日に同大
学が発表しました。　　　　　  【東北協同乳業㈱】

　「乳酸菌11/19-B1株」は、当時東京大学薬学部の関
水和久教授（現帝京大学教授）がキウイフルーツの果
皮から分離、発見しました。東北協同乳業では同株を
使用したヨーグルト、ドリンクタイプのヨーグルトを販売。
30年10月には、日本コカ・コーラ㈱から同乳酸菌を使っ
た「ヨーグルスタンドＢ１乳酸菌」が発売されています。
　研究では、約100人に２か月にわたって「11/19-B1
ヨーグルト」と、同株が入っていないヨーグルトを食べ続
けてもらった結果、悪玉コレステロール（ＬＤＬ）を下げる

作用が「11/19-B1ヨーグルト」にのみ認められました。
　「11/19-B1ヨーグルト」を皆さまの健康サポートにぜ
ひ、お役立てください。

「11/19-B1ヨーグルト」は
ＪＡタウンでご購入いただけます。

11/19-B1ヨーグルト（左）と
同ドリンクタイプ

福島医大、「11/19-B1乳酸菌
ヨーグルト」で研究発表

悪玉コレステロールを下げる
作用を確認

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週土曜日9：30～9：50（放送曜日・時間はFM局で異なります）
生産者の熱い思いをお届け！

ひ よく ほくそう

たいえいまなむすめ
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中国駐日本国大使館の宋耀明公使（右）に新潟県産米を手渡す新潟県本部の今井長司会長（４面）

南国ムードの漂うハウスでたわわに実る「雪ば
なな」（ＪＡおいしいもがみ提供）（３面）

カーリングW杯初優勝の記者会見をする、
ロコ・ソラーレの左から藤沢五月、吉田知那
美、鈴木夕湖、吉田夕梨花の各選手（３面）

山
形
で
温
泉
熱
利
用
の「
雪
ば
な
な
」誕
生

物流・資材コスト低減へＪＡ長門大津
全農県域物流出発式（山口県本部）

平成30年度プラント施工管理担当者を認証
（生産資材部）

カーリング女子日本代表を「食」で応援
（広報部）

特集：政策研究大学院大学
シニア・フェロー 原洋之介さん　特別寄稿
（広報部）

職員の事業貢献への尽力をたたえ初の
「会長賞」「理事長賞」授与（人事部）

県本部だより（滋賀県本部）

3面

4
面

「11/19-B1 乳酸菌ヨーグルト」
悪玉コレステロールを下げる作用を確認
（東北協同乳業㈱）

ＪＡタウンショップ紹介
　愛情いちばん館（ＪＡ全農ちば）

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

3

5

6

7

82

新潟県産米の中国向け輸出再開で出荷式

王貞治WCBF理事長が全農を
表敬訪問（広報部）Web

限定 全日本卓球 出場選手を
「ニッポンの食」で応援！（広報部）
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